
天皇誕生日祝賀レセプションを活用した日本産農水産物のプロモーション（カナダ）

開催日： 令和７年２月１１日
場 所： フェアモント・シャトー・ローリエ
主 催： 在カナダ日本国大使館
協力／参加企業・自治体：三菱重工、川崎重工、ANA、ユニクロ、大関、

ビームサントリー、伊藤園、JNTO、熊本市

在カナダ大使館

【概要】
 オタワにおける令和６年度天皇誕生日祝賀レセプションの機会を活用して、日本の高品
質な農水産物のプロモーションを実施。

 本レセプションには、500名以上のゲストが来場。日本産農水産物のプロモーションは、公
邸料理人が握る寿司のカウンターと大使館職員が担当するブースで実施。

 寿司カウンターにおいては、ネタとしてマグロ（青森県産）、ウナギ（愛知県産）、ホタテ（北
海道産）等を提供したほか、伊勢エビ（三重県産）等の刺身も活け作りの形で提供。これ
らの提供を待つ人で長蛇の列ができるほどの大変な盛況ぶりであった。

 また、大使館職員が担当するブースではメロン（静岡県産）及びミカン（長崎県産）を提供
した。こちらも非常に人気があり、特にメロンについてはどこで買えるのかという問い合わ
せが多く寄せられ、職員から価格等も含めて説明したところ、高価だがその価値はあるの
で特別な日のために購入したいといった声が寄せられた。

 上記の他、日系企業・自治体の協力を得て出展された、日本酒、ウイスキー、お茶等の
各ブースにも非常に多くのゲストが訪れこれらも盛況であった。

 なお、本レセプションにおいては大阪・関西万博の機運醸成に向け、大使挨拶において
触れたほか、ミャクミャクの登壇や万博のブース設置も行って機運醸成を図った。

 本レセプションについては、現地THE HIILL TIMES紙において紙面、ネット記事の双方で
報道された（報道ぶり右参照）。

【農林水産物・食品の広報】

活け作りで提供された国産魚貝類の刺身

大使館職員による国産フルーツのPR

当地紙の報道（ネット記事）


